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五
社
大
明
神
の
格
、延
喜
式
に
も

片
岡
神
社
（
王
寺
町
）

莢莢

莢莢

片
岡
神
社
の
拝
殿
（
奥
）
‖
王
寺
町
本
町
２
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
祭
神
）
豊
受
皇
大
神
、
清
滝
大
神
、
住

吉
大
神
、
八
幡
大
神
、
天
照
皇

大
神

（
所
在
地
）
王
寺
町
本
町
２
の
６
の
１

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
王
寺
駅
か
ら
徒
歩

約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
無

片
岡
神
社
は
県
北
西
部
、

王
寺
町
に
鎮
座
し
て
い
ま

す
。
平
安
時
代
９
０
５
（
延

喜
５
）
年
に
編
纂
が
始
ま
っ

た
「
延
喜
式
」
に
「
片
岡

坐
神
社
」
と
し
て
登
載
さ

れ
る
延
喜
式
内
社
で
、
明
神

大
社
の
格
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
古
く
、
８
０
６

（
大
同
元
）
年
「
新
抄

格

勅
符
抄
」
、
８
５
９
（
貞

観
元
）
年
「
三
代
実
録
」
に

も
記
事
が
見
え
ま
す
。

朱
鳥
居
を
過
ぎ
る
と
参
道

は
２
条
あ
り
、
間
に
は
神
が

通
る
道
「
神
道
」
と
書
か
れ

た
札
が
立
て
ら
れ
、
社
殿
が

東
向
き
に
並
び
荘
厳
さ
が
漂

っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
拝
殿

に
は
江
戸
時
代
に
「
雨
願
成

就
」
の
大
絵
馬
が
残
さ
れ
、

畳
１
枚
の
サ
イ
ズ
で
６
枚
あ

り
、
馬
や
人
が
生
き
生
き
と

描
か
れ
て
い
ま
す
。

祭
神
は
豊
受
皇
大
神
、
清

滝
大
神
、
住
吉
大
神
、
八
幡

大
神
、
天
照
皇
大
神
で
室

町
時
代
や
江
戸
時
代
に
は

「
五
社
大
明
神
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

毎
年
秋
に
は
例
祭
が
執
り

行
わ
れ
、
今
年
は

月

日

が
宵
宮
祭
、
同

日
が
例
祭

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ペ
リ
ー

来
航
時
退
散
祈
願
の
奉
幣
行

事
、
子
ど
も
神
輿
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
拝
殿
に
は
当
時

の
黒
船
退
散
の
棟
札
も
上
が

っ
て
い
ま
す
。

１
９
０
９（
明
治

）年
、

王
寺
村
（
当
時
）
に
あ
っ
た

金
計
神
社
、
大
原
神
社
、
住

吉
神
社
は
片
岡
神
社
に
合
祀

さ
れ
、
現
在
は
王
寺
全
体
の

総
鎮
守
と
し
て
祭
ら
れ
て
い

ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

水
間
充
）


